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ヒ トサイ トメ ガ ロ ウイ ル ス くhu m a n cyto m egalovir u s， H C M V， は 多数の 人 々 に 感染 し
そ の 初感
染 は ， 多く の 場合無症状 に 通過 し潜伏感染 へ と移行す る ． しか し ， 胎児 I 未熟児
や臓器移植患者 な ど免
疫不全状態 に あ る宿主で は 多彩な症状 を呈 し， 時に は致死的 に な る
一 そ の よ う に 臨床的に重要な ウイ ル
ス で あ る に もか か わ ら ず ， 培養系で 増殖が遅い た め に 臨床材料 か ら 検出す る
こ と は困難である 一 本研究
で は ， H CM V の初感染時期 を調 べ る た め に 7 末梢血液細胞 の
H C M V ゲノ ム の 保有状況 を調 べ ， 抗
H C MV 抗体価 と比較検討 し た ． H CM Vゲ ノ ム は末棺血液よ り抽出 し た
D N Aを使 用 し， HC M V の主
要前早期抗原の 一 部435塩基対 を ポ リ メ ラ
ー ゼ連鎖反応くpolym e ra S e Chainr e a ctio n， P CRl法 に よ り増
幅後 ， サ ザ ン プ ロ ッ ト ハ イ プ リ ダイ ゼ イ シ ョ ン 法に て検出 した ． P C R で は
0．1 プ ラー ク形成単位 の ウイ
ル ス の 存在 が 検出可能 であ り ， ま た 他の ヘ ル ペ ス 属 ウイ
ル ス や H C M V未感染細胞 よ り 抽出 し た
D N Aで は バ ン ド はみ られ ず ， 感度 ， 特異性 とも 高か っ た ■ 抗 H C M V抗体価 は酵素結合抗体免疫
ア ツ
セ イ を用 い て測 定し た ． 抗 H C M V抗体陽性率は臍帯血 お よ び新生児で80
旬 90％で あ っ た 一 そ の 後抗体
陽性率 は減少 し ， 生後 5 句 6か 月 で33■3％と最低値 を と るが ， 再
び上 昇 し徐 々 に 成 人 レ ベ ル に 達 した 一
HCM V ゲノ ム は臍帯血 で は検出さ れ なか っ たが ， 生 後 5 日目 に29例中8例
27．8％ で 検出さ れ た － 抗体
陽性率が減少 する と とも に H C MV ゲ ノ ム の 検出率は上 昇 し ， 生後5
へ 6 か月で 約50％の 乳児の 末梢血
液で H C M V ゲノ ム が 検 出さ れ ， 多く の も の が 新生児期 か ら乳児期早期
に 感染 して い た ． 抗体陽性率が
増加 して くれ る と ， そ れ と は 対照的に H C M V検出率は減少 し ， 成人
で は47例中2例く4 －3％1 の み に し
か 検出 され な か っ た ． 更 に ， 多数 の 新生児が H C M V ゲ ノム を有 し
て い た こ と か ら ， 母乳栄養 を受 けて
い る経膣分娩児 性後 5 日副 と帝王切開分娩児く生後 6 日副 の H C M V ゲ
ノ ム 検 出率 を比 較 し た 一 前
者が27．6％に 対 し ， 後者 が4 ．8％で経膣分娩児で有意 に 高 く ， 多く の 新生児が産道
で 配 M V の 感染 を受
け てい る こ と が 示唆 され た －
Key w ords hu m a n cyto m egalovir u s， pO
lym er a se chain r e actio n， prim ary
infe ctio n， 1ate nt， infectio n， intr a
－C er Vic al infe ction
ヒ トサイ トメ ガ ロ ウ イ ル ス くhu m a n cyto m egalo v
－
iru s， H C M Vl は，広く 人間社会 に 存在す る ヘ ル ペ ス 科
くHe rpe s virida elのP群くBeta he rpe s virida elに 分類
さ れ る ウイ ル ス で あ る
112I
． そ の 初感染 は不顕性感染 と
して経過す る こ と が 多く ， そ の 後 ヘ ル ペ ス 科ウイ ル ス
の 特徴 と し て 持続感染や潜伏感染 をき た し
3，
， Nu m az－
A b bre viatio n s こbp， bas epair三 e arly， Eニ
aki ら
4，に よ れ ば日本人 の 健康 な乳児は ， 生 後 5 へ 9
か 月 の 間 に60％ が 尿 ま た は 上 気道 に ウイ ル ス を排出
し ， 健康 な成人 の80へ 90％近 くが その 抗体 を有し て
い
る と言 われ て い る ． し か し ， H CM V の 病 原ウ イ ル ス
と し て の 意義 は 高く ， 胎 児
51
， 未熟 児 抑 や 免疫不全状態
に あ る 患部 で は ， 顕性化 した 場合 に は多彩 な臨床症
E B V， Epstein－ Barr vir us三 E DT A， ethy
len edia．
min etetr a a c etic acid 2 NaニE LISA， e n Zym e
－1inkedim m u n o s orbent ass ay芸 F B S， fetal bovine
se rum 三 H S V， herpes simjple x viru si HCM V， hu m an cyto m egalo vi
rus i H H V
－6， hu m an
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状を呈 し患者 を死 に 至 ら しめ る こ と も あ る 一 時 に 臓器
移植や悪性腫瘍の 化学療法時な どの 免疫不全状態 や輸
血の際， 体 内に 持続感染や潜伏感染に よ り存在 して い
たウイ ル ス が再活性化す る こ と が あ り 臨床的に 重要な
問題 に な っ て い る
珊
． その よ う な ウイ ル ス 潜伏 の 場 と
し て 唾液腺 ， 腎 臓 な ど が 推定 さ れ て い る
2I が ，
H C M V抗体陽性 の も のか ら抗体陰性 の も の に 輸血 す
ると感染す る 3糊 こ と よ り 血液細胞 も潜伏感染の 場 と
な っ て い る と考 え られ る ． しか し末棉血液中か ら の ウ
イ ル ス の 分離 の 報告 は少 な く
3I
， わ ず か に Schrier
ら
9，
が イ ン シ チ ュ
ー ハ イ プ リ ダイ ゼ イ シ ョ ン 法 を 用 い
て抗体陽性 の 健康成人 の 末梢血 リ ン パ 球 に ウイ ル ス が
存在す る こ と を報告 し て い る ．
近年 ， 熱安定性の D N A ポ リメ ラ
ー ゼ と合成 オリ ゴ
ヌ ク レ オ チ ドの プ ラ イ マ ー を用 い た ポ リ メ ラ ー ゼ連鎖
反応法 の開発 に よ り ， 微量 な DNA を試験管内で大量
に増幅 させ ， 検出す る こ と が 可能 と な っ た
川
． ポ リ メ
ラ ー ゼ連鎖反応法 は最近 ， 感染症の 診断 こ と に ウイ ル
ス や マ イ コ プ ラ ズ マ ， 結核菌の よ う な 培養速度の遅い
病原体や ， 培養 困難 な病原体の同定 に 応用 さ れ つ つ あ
る10 ト
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． 本研 究で は ポ リ メ ラ ー ゼ連 鎖反応法 を用 い
て ， 新生児 ， 乳児を 中心に 末梢血液の H CM Vゲ ノ ム
保有状況 を調 べ ， 抗 H C M V抗体価と 比 較検討 した ．
対象お よ び 方法
工 ． 対 象
金沢大学医学部付属病院 また は関連病院小児科で お
もに乳児定期健康診査 の 際 ， 発熱 ， 肝脾腫 ， リ ン パ 節
腫脹， 発育障害の な い も の か ら保護者 の 承 諾 を得 て ，
静脈血 を採取 した ． 生後 5 へ 6 日目 の 検体 は異常 を認
めない 新生児よ り ， 先 天 代 謝異常ス ク リ ー ニ ン グ の
際， 保護者の 承諾 を得て ， 静脈血 を採取し た ． 臍帯血
は 正常分娩時 に 金沢 日本赤十字病院及 び聖霊総合病院
産婦人科 の 協力 に よ り採取 した ． 成人 末棉血液 は健康
な有志者よ り採取し た ．
H ． D N Aの 抽出
対象よ り得 られ た 末梢静脈血 を ethyle n edia min ete－
tra ac etic a cid 2 Na くE D T AJ を 抗凝 固剤 と し て
1■ 1 2ml 採取 し た ． 採取後す み やか に遠 心分離 ， 血 祭
成分を抗体測定用 に 凍結保存 ， 細胞成分に 対 し ト リ ト
ン XtlOO融解法1 5りこ て DN A を抽出した ． す な わ ち 4
0
Cに 冷や した細胞溶解液く0．32 M白糖， 1％くVIVHl
リ ト ン X－1 00， 5m M M gC12， 10m M Tris
－ H Cl亡pH
7．5コケ を 1ml 加 え ， 2，500xg で10分間 ， 4
0
C で遠心し
核 分画 を得 た ， 得 ら れ た 核分画 を オ ー ト ク レ ー ブ
く120
0
C， 15分間ナした再蒸留水に 浮遊後 ， ド デ シ ル 硫酸
ナ トリ ウ ム くs odiu m dode cyl s ulfate， S D Sl を含 む緩
衝液 く0．2 M Tris嶋 HCl しpH 7． 5コ， 25m M E D T A，
0．3 M NaCl，2％S D SI 等容を加 え ， プ ロ ティ ナ ー ゼ K
く80旬 100声 gノmり を 加え混和 し なが ら37
0
C で12旬 24時
間処理 した ． 等量の フ ェ ノ ー ル ー ク ロ ロ ホ ル ム ーイ ソ
ア ミ ル アル コ ー ル 液 くフ ェ ノ ー ル ニ ク ロ ロ ホ ル ム ニ イ
ソ ア ミ ル ア ル コ ー ル ニ 25こ24二 い に よ り抽出 を 3 回
繰 り返 し ， 更 に 等量 のク ロ ロ ホ ル ム ー イ ソ ア ミ ル ア ル
コ ー ル 液 くク ロ ロ ホ ル ム ニ イ ソ ア ミ ル ア ル コ ー ル ニ
24ニ 1Iで抽出を行 っ た ． 水層 に2．2溶の エ タ ノ ー ル を
加 え D N Aを沈殿さ せ ， 得ら れ た D N A は100JJl の
オ ー トク レ ー プ した 再蒸留水 に 溶か し た ． 実験 に は こ
の DN A の 1 月 g を テ ン プ レ
ー ト と し て使用 し た ．
m
． オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ドプ ラ イ マ
ー
プ ライ マ ー は ， 金沢大学遺伝子実験施設の D N A合
成装置くBe ckm a nInstr u m e nt，In c． ， Palo A lto ， C A，
Table l． Sequ e n ce ofsynthetic oligo n u cle otideprim e rsanditslo c ationin C M Vge n o m e






ホ串 Lo catio n
Ofa mpli丘ed in
PrOdu ct C M Vge n o m e
H 韓
Prim e rM IE．4 C C A A G C G G C C T C T G A T A A C C A A G C C435 7 31－75 5
Prim e rM IE．5 C A G C A C C A T C C T C C T C TTC CTC G G l174－115 0
ホM IE
，
m ajo ri皿 m ediate－ e a rly antigen regio n of C M Vstrain Tbw n e．
榊bp，ba s epair s．
木綿 Expre s sed a s n u cle otide n u mbe ri n u Cleotide s are n u mbe r ed s equ e ntially within e a c
h
gen e．
he rpes vir u s－6ニ im m ediate， e a rly， IE三 P BS， phosphate
－buffe red s al ineニ 1ate， Li P C R，
polymeraS e Chain r e a ctio n三 pfu， plaqu e－for ming unitsニS D S， S Odiu m dode cyls ulfatei Taq，
Term us aqu atic usニ V Z V， V a ric e11aq zo ster vir u s
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U S Al に て合成 し ， N E N S O R B P R E PくE．I．du Po nt
de Ne m o u rs8E Co． ，ln c． ， Bo sto n， M A， U S Alの 使用
説明書 に 従い ， ア ン モ ニ ア 処理 ， N E N S O R B P R E P，
高速 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー シ ス テ ム くGI L S O N，
V illie rle Bel， Fr a n c elで カ ラ ム M 8tS パ ッ ク C1 8くエ
ム エ ス 機器株式会社 ， 大阪1 に て ， 移動相 は A液 を0．1
M さく酸 トリ エ チ ル ア ミ ン 緩衝液加60％ アセ ト ニ ト リ
ル ， B液 を70％ア セ ト ニ ト リ ル と し等速 グ ラ ジ ュ ン ト
に て 溶 出精製 し た ． 合成 した プ ラ イ マ ー は H CM V
くTo w n e株ナ の D N Aの う ち主要前早期抗原 を コ ー ド
す る塩基配列の 一 部 く第 4 エ ク ソ ン の 一 部ン を増幅 す
る も の 瑚 であ り ， そ の塩基配列 を表 1 に 示 す ． こ の プ
ライ マ ー に よ り増幅 され る D N A は435塩基対で あ る ．
IV ． ブ ロ ー プ の 作成
H C M V To w n e株く金沢大学 が ん研究 ウイ ル ス 都 田
中博士 よ り供与1 ウイ ル ス 液0．5ml に20％ SDS を2．5
FLl， 0．5 M E D T AくpH 8．01 を5．OJJl 加 え68
O
Cで15分
間熱 した もの を フ ェ ノ ー ル 抽 出， フ ェ ノ ー ルノク ロ ロ
ホ ル ム 抽 出 ， エ タ ノ ー ル 沈 殿 し 川 乾 燥後 ， 10m M
Tris－ H C lくpH 8．01， 1 ．Om M E D T Aに 溶解さ せ た ． こ
れ を以後陽性 コ ン ト ロ ー ル と し て 用 い る と と も に プ
ロ ー ブの 作成 に 用 い た ． こ の溶解液 をテ ン プ レ ー トと
し上 記プ ライ マ ー を用い て増幅 し， 増幅さ れ た D N A
断片 を制限酵素 Sm aI に て 消化 した ． ベ ク タ ー D N A
pGE M－3ZくProm ega， Corp． ， M adis o n， W I， U S AI を
同様 に Sm aI で消化し た ． こ れ ら を Blu nt End Kit
く宝酒造株式会社 ， 京都ン を 用 い て リ ゲ ー シ ョ ン 反 応
し ， 塩 化 カ ル シ ウ ム 法1 鋸 に よ り 且s cゐg r才cゐ由 c o7Z
げ 烏 城り M lO9株 を ト ラ ン ス フ ォ ー ム さ せ た ． こ の
且 c og才 を増殖 さ せ ， ア ル カ リ融解法
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に よ っ て プ ラ ス
ミ ド DNA を回収 し， 制限酵素 Ec oR I， Ba mH I で切
断後 ， 0．8％ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電 気泳動袖 に て イ ン サ ー
ト を分 離 した ． 分離 した 断片 を D N A P R E Pく旭硝 子
株式会社 ， 東京1 に て抽出精製 し ， これ を プ ロ ー ブ と
し た ．
V ． ポ リメ ラ ー ゼ連鎖反 応
ポ リ メ ラ ー ゼ連鎖反応 の反 応液 は 10m M Tris－ HCl
くpH8．3l， 50m M KCl， 1．5mM MgC12， 0．001％ ゼ ラ チ
ン ， 各 オ リ ゴヌ ク レ オ チ ド プ ライ マ ー 0 ．5メ M ， デ オ
キ シ ア デ ノ シ ン 5
，
三 燐 酸 くde o xyaden o cin e 5
，
－
Tripho sphate， d A T PI ， デ オ キ シ シ チ ジ ン 5
，
一三 燐酸
くde o xycytidin e5
，
－Tripho sphate，d C T Pl， デ オ キ シ グ
ア ノ シ ン 5 十三燐酸 くde o xy gu a n o sin e 5
，
－Tripho－
SPhate， d G T Pl， デ オ キ シ チ ミ ジ ン 5
，
一 三 燐酸 くde o x．
ythymidine 5
，
－ Triphophate ， dTT Pl くい ず れ も 宝酒
造I 各20叫 M ， 検体 D N AlノJ g に オ ー トク レ ー ブ し
野
た再蒸留水で9 9．5ノバ と し ， 7 功e r 椚 以5 戊す祝戊fgビ祝SくTaql
D N A ポリ メ ラ ー ゼ くPe rkin Elm erCetu s， No r w alk，
C T， U S A12．5単位く0． 5J川 を加 え100JLl と した ． 反
応 は D N A T he r m al Cycle rくPe rk in Elm e rCetu slを




9 0秒間， ア ニ ー リ ン グ を65
0
C，
6 0秒 間 ， D N A の伸長を72
O
C， 90秒 間と し こ れ を 1 サ
イ ク ル と して40 サ イ クル 行 っ た ．
VI． 増幅さ れ た D N Aの 検出
上 記反 応後 1ハ0量 の 緩衝液加Jく0．25％ ブ ロ モ フ ェ
ノ ー ル ブ ル ー ， 0．25％ キ シ レ ン シ ア ノ ー ル F F， 15％
フ ィ コ ー ル400くP ha r m a cia， Up psala ，Sw edenH を加
え1．0％ ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電気泳動
20I を 行 っ た ． そ の 後
So uthe r n法21 に 準 じて以 下 の よう に ト ラ ン ス フ ァ ー
を行 っ た ． 泳動終了 後の ゲ ル を0．5 M NaO H加1．5 M
NaCl水溶液 に 浸 し30分間室温で ゆ っ く り振過た せ ，
こ れ を 2回 行う こ と で D N Aを変性 さ せ た ． さ ら に
1 ．5 H NaCl加 1 M Tris． H Cl緩衝液くpH 7．4Iの 水溶
液 に 浸 し30分間空温 で 2 回 ゆっ く り し 振渡 し中和を
行 っ た後 ， 0．45ノノ m ニ ト ロ セ ル ロ ー ス メ ン プ レ ン フィ
ル タ ー く東洋濾紙株式会社 ， 東 京J に 20xS S Cく3M
NaCl
， 0．3M く えん 酸ナ トリ ウムI を使 っ て ト ラ ン ス
フ ァ ー し た ． トラ ン ス フ ァ ー 後 の フ ィ ル タ ー は室温で
風乾 し た後 ， 真 空オ ー プ ン で8 0
0
C 2時 間 ベ イ キ ン グ
し ， D N Aを 固定し た ．
ハ イ プ リ ダイ ゼイ シ ョ ン に よ る検出は ジゴ キ シ ゲ ニ
ン ラ ベ リ ン グ 及 び検出 キ ッ トくBo ehringe r M a n nh－
eim Bio chemic als， India n apolis，I N， U S AJを使用し
た ． フ ィ ル タ ー を68
0
C で 1時間以 上 プ レ ハ イ プ リ ダイ
ゼイ シ ョ ン 後 ジ ゴ キ シ ゲ ニ ン 標 識 プ ロ ー プ を 50ngノ
血1 含 む ハ イ プ リ ダイ ゼ イ シ ョ ン液 で6 8
0
C， 16時間 ハ
イ プ リ ダ イ ゼ イ シ ョ ン を 行い ， 洗浄後添付文書に 従い
呈 色反応 を行 っ た ．
用 ． ヒ ト抗 ヒ ト サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス くH C M里
1gG 抗体価の 測 定
ヒ トの 血梁中の 抗 HCM V IgG 抗体価 は酵素結合抗
体免疫 ア ツ セ イ に よ っ て 測定 した 221．
M RC－5 細胞く国立衛生試験所 ， 細胞 バ ン ク ， 東京よ
り供与J を75c m2細胞培養 フ ラ ス コ くCo sta r， Ca mbr－
idge， M A， U S Al に て ， 培養液 く2m M グル タ ミ ン ，
0．15％炭酸水素 ナ ト リ ウ ム ， 5 ％非働化牛胎児血清
くhe at－in a ctiv ated fetal bo vine serum ， F BSl くGibc o
labo r ato ries， Gr a ndIsland， N Y， US Alを含 むイ ー グ
ル M E M 培地 トニ ツ ス イJ く日 水製薬株式会社 ， 東
泉H で ， 細胞 が コ ン フ ル ー エ ン ト に 達 す る ま で 静置
培養 し た ． 培養液 を吸引後 ， F B Sを含 ま な い 培養液で
細胞 を洗浄 し H C M V To w n e株を 1 時間炭酸ガ ス 培
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で ． 感染価くm ultiplicity of infe ctio n， M OIl を 1以上
に して ， 吸着さ せ た ． そ こ に F BS 含有培養液 を加 え
炭酸ガ ス 培養液 で静置培養 く37
0
C， 5 ％C O良 した ． そ
の後3 ル 4日 間 に 1魔 の 割で 培養液 を半量 づ つ 交換
し ， 90％以 上 の 細胞が 特徴的巨細胞変性 し た 状態 く約
10 日後1 で細胞 を ラ バ ー ポ リ ス マ ン くCo sta r， Ca mbr－
idge， M A， U S Al にて 刺 して 回収 した ． 得 られ た細胞
を0．1 M リン 酸緩衝 液 くpho sphate－buffe red s alin e，
P B SI で 3 回洗浄 した 後 5xlO
5細胞ノml に 調整 して ，
0 ．1M P B Sに 浮 遊 ， 凍 結 融解 を 3 回線 り返 し
1，20xg， 10分間遠心 した 上 清 を抗原 と して 用い た ．
対照と して H C M V非感染細胞も同様 に 処理 した ．
抗原 を pH 9．6 の0．02％ア ジ化ナ ト リ ウ ム 含有0．0 5
M 炭酸緩衝液 で 1ノ200に 希釈 し， E エA． 用96穴平底 マ
イ ク ロ タイ ト レ ー シ ョ ン プ レ ー ト く大 日本製薬株式会
社， 大阪いこ0．15ml ず つ 加 え て ， 室 温 で 2 時間 コ ー
ティ ン グ した ． つ い で ， 0．02％ ア ジ 化 ナ ト リ ウ ム 含
有 P B S液 く0．02％ s odiu m a zide ad ded P BS，
P B S AJ に 0．0 5％ T w e e n20くSigm a Che mic al Co，
St．Lo uis， M O， U S AJを加 え た溶液くP B S A－ Tw e e nIで
3 回洗浄 し ， 1 ％ F BS加 P B S A－ Tw e enで 段階希釈
し た ヒ ト被検血 祭を0．1mlず つ 加 えて
，
2時間室温で
反応させ た ． 反応終 了 後 P BS A－ Tw e e nで 3 回洗 浄
M 1 2 3 4 5 6
一 ■ 4 3 5bp
Fig． 1． Dilutio n e xpe rim e nt dete r ming the
Se n Sitivity of P C R． Cell－fre epu rified HC M V
く2－8xlO7pfuノm り w a sboiled fo r1 5 min utes，
the n se rially diluted a nd ap plied in the P C R
mixtu re． A ， ethidiu m br omi de stain lng Ofthe
gelI B， So uthe rn analysis dete cted by u sing
digo x lge nin dete ctio nkit． La n eM ， m Ole c ula r
W eight m ake r s， A D N A digested by H indIII三
1a n el， 2．8xlO4 pfu ap pliedこ 1a n e2， 2．8xlO
2
pfuニ1a ne 3， 2－8XlOpfuニ1a ne 4， 1．O pfuニ1a n e
5
， 0．1 pfuニIa n e6， 0．01pfu ． P C Ra mplific atio n
had a s e n sitivity of O．1 pfu ． bp， ba se pairs．
し ， さ ら に
，
l ％ F B S加 P B S A－Tw ee nで1 000倍希
釈 した ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ ク ー ゼ 標 識 ヤ ギ 抗 ヒ ト
IgG 抗体くTago ，In c．， Bu rlinga m e， C A， U S Al を0．1
ml ずつ 加え て ， 2時間室温で反応 させ た ． そ の 後 ．
P BS． Tw e enで 3回洗浄 し ， 最後 に pH 9．8の ジ エ タ
ノ ー ル ア ミ ン 緩 衝 液 で p－nitrophenyl pho sphate
くSigm alを 1m glmlに 調整 した も の を0．1mlずつ 加 え
て ， 室温で30分間か ら 1時間反応発色 させ た ． 呈色 反
応 を吸光度計 EA R400くSlt－1abin stru m e nts， Au striaI
に よ り波長 492n m で 測定 し ， 抗原側の 吸光度 よ り対
照側の 吸光度 を減 じた ． 10名以上 か ら なる ヒ トブ ー ル
血 清 の 吸 光度 を1 ． 0 と して 被 検 血 襲 の抗 C M V
抗体価 を算出 した ．
Y軋 統計学的処理
経膜分娩児と帝王切開児 の H C M V ゲノ ム の 検 出率
の 差異 は x2検定 に よ っ た ．
ば
． 試 薬 類
特 に 会社名の 記載の な い ア ガ ロ ー ス お よ び各種制限
酵素 は ， 宝 酒造株式会社 の製品 を使用し た ． また こ れ
以外の 試薬で特 に 会社名 の 記載の な い も の は ， い ずれ
も和光純英株式会社く大阪1 試薬特級を使用 した ．
各種制限酵素の反応液組成 に つ い て は ， 酵素 を購入
し た際 つ い て く る 添付書を参考 に した ．
成 績
工 ． P C R 法の 感度
供与さ れ た 細胞 を含ま な い H C M V To w n e株 ウ イ
ル ス 液 は2．8xl O7 プラ ー ク 形成単位 くplaqu e－fo r minig
u nits， pfulノml で あ っ た く金沢大学が ん 研究所 ウイ ル
ス 部門 ， 田 中博士 に よ り測定ト ニ れ を15分間煮沸 し段
階希釈 した も の を10ノバ づ つ ポ リ メ ラ ー ゼ連鎖 反 応 に
か けた ■ ポ リ メ ラ ー ゼ連鎖 反応液の う ち10〆l を1 ．0％
ア ガ ロ ー ス ゲ ル に て電 気泳動 し ， ゲ ル を Ethidiu m
br o mide で 染色後 302n m の 紫外線照射下 で 観察 した
も の と ， 同 ゲ ル をサ ザ ン プ ロ ッ ト ハ イ プ イ リ ダイ ゼイ
シ ョ ン した も の を図 1 に 示 す ． Ethidiu m br o mide 直
接染色 で は0．1プ ラ ー ク 形成単位 まで 検出可能出 あ り ，
さ ら に サ ザ ン プ ロ ッ ト ハ イ プ リ ダイ ゼイ シ ョ ン を行う
こ と に よ り
，
よ り明 確に 検 出で き る こ と がわ か っ た ．
工 ． ポ リ メ ラ ー ゼ 連鎖反応法の 特異性
反応 に 用 い た プ ラ イ マ ー と プ ロ ー ブの 特異性 を調 べ
る た め に
，
他の ヘ ル ペ ス 属 の ウイ ル ス を用 い た ． 単純
ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス I 型 くherpe s sim ple x vir us，
HSV－ I， HF 株1
，
単 純 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス II 型
くH S V－II， 169株1， 水痘帯状癌疹 ウイ ル ス くVaric ella－
Z O Ste r Viru s， V Z V， 河口株Hい ずれ も 金沢大学が ん研
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究所ウ イ ル ス 部 門， 佐藤博 士 よ り供与1， ヒ ト ヘ ル ペ ス
ウ イ ル ス ー 6 くhu m a nhe rpe s vir u s．6， H H V－6， F G
lO6株H 藤田保健衛生大学小児科 ， 浅野善造博士 よ り
供与1 感染培養細胞ま た は培養上清 を ， 10分 間煮沸 し
短時間遠心後上清1伸 1 を ポ リ メ ラー ゼ連鎖反応 に か
け た ． エ プ ス タ イ ン ー バ ー ル ウイ ル ス くEpstein ．Ba r r
vir u s， E B VIの ゲ ノ ム を保有 す る 2 つ の 培養細胞株，
Da udi， Raji株 よ り通常 の方法 で D N A を抽出 し0． 5
メ g を ポ リ メ ラ
ー ゼ 連 鎖反反応 に か け た ． ま た
H C M V未感染の巨細胞変性 を 示 さ な い M R C－5 細 胞
の D N A O．5ノノ g をポ リ メ ラ
ー ゼ連 鎖反応に か け た ．
H S V－ I， H S V－II， V Z V， H H V－6 各 ウイ ル ス 株 ， 及 び
Da udi， Raji， M R C－5 各細胞株 か ら は い ずれ も増幅 さ




















Cut－ OtI v alu e
． 0． 0 0 1－ 0． 0 0 4－ 0 ． 0 0 9－ 0． 0 4 － 0． O g － 0 ． 4 － 0 ． 9 1． 0 －
Antl，H C M V lgG antl body the r
Fig．2． Distr
－ibutio n ofa nti－H C M V－IgG antibody
in plas m a a nd c ut． offv alu e． T he a ntibody
w asdeter min ed by E LIS A． Theyfor m ed tw o
gr o ups くpo sitiv e and n egativ el a c r o ssthe
c ut－Offv alu e．
野
H
． 抗 E C M Y抗体価 の 年齢 に よ る 推移
酵素結合抗体免疫 ア ッ セ イ
．法 に よ っ て 得 られ た抗
H C M V抗体価 に つ き ， 図 2 に 示 す ご と く度数分布 を
と っ た ． 抗体価 は0．04以下 と0．1以 上 の 2群 に 分かれ ，
こ の あい だ に 抗体陽性 と 陰性 の カ ッ ト オ フ 値 を 定め
た ． なお こ の 間 に 存在す る 9検体 につ い て は判定保留
と し た ． こう し て定 め た抗体陽性者 の各年齢群の頻度
を追跡 して み た ． 表 2 に 示 す ごと く臍帯血 及 び新生児
期 に は母体 か らの移行抗体 を持 ち抗体保有率 は極めて
高く， 月齢が進 む に 従い 漸次抗体保有率 は減少し生後
5 旬 6 か月 で33．3％ と最低と な っ た ． そ の 後再び上昇
し ， 1歳台 に な る まで に は約60％の もの が 抗体を保有
す る様 に な り ， 7歳 以降 に し だ い に 成 人 レ ベ ル く約
90％1 に な るの が わ か っ た ．
IV． P C R法 に よ る 未棉血 液中 H C M Y ゲノ ム の 検
出頻度 の 年齢 に よ る 推移
対象よ り 得 られ た D N A をポ リ メ ラー ゼ連 鎖反 応法
に よ り 増幅 した も の を1．0％ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電気泳動
後 ， Ethidiu m bromide 染色 し 302n m の 紫外線照射下
に観察 した も の ， 及 びサ ザ ン プ ロ ッ ト ハ イ プ リダイ ゼ
イ シ ョ ン した も の を示 す ． 図 3 に 示 す ご と く43 5塩基
対 の位置に バ ン ドが み ら れ た ． ハ イ プ リ ダイ ゼイ シ ョ
ン す る こ と に よ り バ ン ド の 検 出 の 特異性 と感度が 上
が っ た ．
こ う して H C M V ゲノ ム の検 出率を月齢別に 追 っ て
み た ， 表3 に 示 す ご と く臍帯血 か ら は H C M V ゲノ ム
は検出さ れ な か っ た が ， 生後 5日 目の 経歴分娩児の血
液 か ら は既 に 約30％ のも の にゲ ノ ム が 検出 され た ． そ
Table 2． In cide n c e of anti－ H C M V IgG antibodyin v ario u s age
gr O11p
Nu mbe r ofpla s m a Nu血be rく％lof anti
－ H C M V IgG





3－4 m o ntbs
5－6 m o ntbs







9－11m o ntbs 18
1ye a r 18
2－6ye ars 2 0













＋Pla s m a anti－ H C M Va ntibody w as dete rmin ed by E L 工SA．
Antibody tite r s w e r e m e a s ur ed with st anda rd po o
I s er a a sl，0．
Tite r ofgre ate rtha nO．1 w astake n a spo sitiv e．
末棺血液中の ヒ トサイ トメ ガ ロ ウイ ル ス ゲ ノ ム
M 1 23 4 5 6 7 8 910
疇 4 3 5bp
Fig． 3． An alysis of v a rio u sD N Asa mple sby PC Ra nd ele ctropho re si ． La n eM ，
m ole c ula r w eight m a rke r，入 D N A dige sted by H indIIIニ Lane l， a mPlified D N A
fr o m HCM V To w n e str ain virio nニ La n e2へ 10， PCR pr odu ct of nine D N A
S a mple sfr o mindividu als of v a rio u s age． A ， ethidiu m br o mide staining ofthe
gel三 B， So uthe r n a nalysis detected by digo xige nin syste m． Am plified D N A
C O uld be cle a rly detected by So uthe r nblothybridiz atio n． bp， ba s epairs．
TAble 3． Fr equ e n cy of H C M Vge nom ein blood dete cted by P C R
a 皿pli丘c atio n atv a riou s agegro ups
Nu血be r of blo od Nu mbe rく％Jof H C M Vge n o m e




l－2 皿 O ntbs
3－4 m o ntbs










































ホOn eFLg Of D N Aextra cted 打o mpe riphe r al blo od w a s amPli丘edin
l OOFLI P C R mixtu re． T bn －FLl aliqu ots of P C Rprodu ct w e reele c－
tr opho re s ed and tra n sfbr r ed to mi tro c e11ulo se丘Ite r． T he HC M V
D N Aw a sdetected byu singdigo xige nin hybridiz atio n m ethod．
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の 後検出率 は月 を追 っ て ゆく に 従 い 上 昇 し ， 生後 5 旬
6 か月で約半数 の も の に H C M Vゲ ノ ム が 検出 さ れ
た ． しか し1歳 よ り突然検出頻度が低下 し 2歳以降成
人も検出頻度 は極 め て低か っ た ．
V ． 抗 HC M V抗体保有率 とポ リ メ ラ ー ゼ 連鎖反 応
に よ る H C M Y検出頻度 の 比 較
上記両者を比較 す る と図 4 に 表 す ご とく ． ち ょ う ど
逆 の関係 に な っ た ． す なわ ち母体由来 の抗体 が減少す
る と とも に H C M V ゲ ノム の 検出率 は増加 し ， 自 己 に
よ り抗体 を産生す る よう に な る と ゲ ノ ム の検出率 は低
下 して い っ た ．
W ． 建値分 娩児と帝王切 開児 の ゲ ノ ム 保有率の 比較
生後 5 日目で 既 に H C M Vゲノ ム の保有が認 め ら れ
る も のが 存在す る こ と より ， HCM Vの 感染経路 の 一
つ と し て産道が考 え られ た た め ， 生後 5 日目の経腱分
娩児と生後 6 日目の母乳栄養 を さ れ て い る帝 王切開分




















CII rd 5． 引D l一 針 H 3－ 4 H S． 8 u 7． 8 H 9． 1 1 M I Y 2． 8 Y 7．1 5 Y A dlHt
Age
Fig． 4． In cide n c e of H C M Vge n o m e a nd a nti－
H C M V－IgG a ntibody in blo od in v a rio u s age
gro ups． H C MV genom e w a sdete cted by P C R
and So uthe rn analysis， a nti－H C M V－IgG a ntib．
Ody w a sdete r min ed by E LIS A． 亡コ ， ％ of
po sitivity of H C叩V ge n o meニ ． ， ％ of
po sitivity of a nti
－H C M Va ntibody．
野
較 した ． 表 4に 示 す 様 に 経脛分娩児で は29名中8名に
H C M Vゲ ノ ム が検 出さ れ ， 帝王 切開分娩児 で は21名
中 1名 に検出さ れ た の み で ， X2検 定で 危険率 5％以下
で 経膣分娩児 で 有意 に検出率が高か っ た ．
考 察
H C M V は声 ヘ ル ペ ス ウイ ル ス に属 し分離 ， 同定に
は従来長い 時間 を要 して い た 21． し か し近 年分子 生物
学的手法が感染症の診断 に導入さ れ ， ウイ ル ス核酸を
対象 とす る D N A診断の発達 によ り こ の 点 を克服出来
る よう に な っ た 卿 咽 ． こ と にポ リ メ ラ ー ゼ連 鎖反応法
は迅速 に き わめ て微量の ウイ ル ス D N Aの存在 を確認
で き る た め ， H C M Vをは じめ様 々 な ウ イ ル ス 感染の
診断 に 用 い られ る様 に な っ て きて い る 川1 印 句訂1． 検体の
処理 方法 に つ い て も ポ リ メ ラ ー ゼ 連鎖反応法 はき わめ
て高感度であ る た め ， 用 い る 試料は 簡単 に D N Aを処
理 す れ ば よく ， 細胞 に単 に 加熱処理 を加 え目的 D N A
を増幅する こ と も可能 であっ たか も しれ な い ． しかし
末棺血液中に は さ ま ざま な物質が含 まれ ポ リメ ラ ー ゼ
活性が 阻害 さ れ る可能性 も あ り ， ま た ヘ ル ペ ス ウイ ル
ス の コ ピ ー 数 は 生体内で は 一 般 に 少 な い こ と が多く ，
加熱処理 の み で は不十分 と思 わ れ た ． 今 回 の 実験で は
E DT A採血 の う え充分溶血 させ ， で き る だ け赤血球
を除 き プ ロ テ ィ ナ ー ゼ E処理 を し ， フ ェ ノ ー ルノク ロ
ロ ホ ル ム で抽 出す る 一 般 的な DNA 精製方法 を採用し
た ． さ ら に ヘ パ リ ン は Taq ポ リ メ ラ
ー ゼ活性 の阻害
作用 が 強い と い う報告 瑚 もあ り ， 今回 採用 した 方法は
適当な も の で あ っ た と 思わ れ る ．
一 方 H C M Vの 遺伝 子 お よ び そ の 産物 は前初期
くim m ediate－ ea rly， IEJ， 初 期 くe a rly， El， 後期 Oate，
り の 3段階に 分 け られ IE 蛋白質が E遺伝子 を， E蛋
白質 が L遺伝 子 の 発現を誘導す る と い っ た段 階的な制
御 をう けて い る 為1． 本実験で 増幅 した 部位 は I Eの 一
部で あり ， も し こ こ に 変異が あ る と そ れ 以 降の ウイ ル
Table4． Evide n ceforintr a－ Ce rvic al inLbctio n with H C M V
Mode of Nu mber of Nunbe rく％lof H C M V
deliv e ry c a s e stested ge n o m epo sitiv e c a s es
ホ
1ね由n a1 2 9 8く2 7．即
Ca e s a r e a n 2 1 1く4．8lホホ
．HC M VD N A in blood w a sdete cted by P C Ra nd So uthe r n
blot hyb ridiz ation ． Vaginal 1y deliv e r ed n e wbo rn S W e r e5
days olda nd n e wbo rn Sdeliv e red by Ca e s ar e a n S e Ctio n w e r e
6 day冒 01d．
相 Pく0．0 5くChi－ Sq11areteStl
末棉血液中の ヒ トサ イ トメ ガ ロ ウイ ル ス ゲ ノ ム
ス遺伝子 の 発現が 起 こ ら な い と 言 っ た可能性が あ り ，
変異が比較的多い と さ れ る H C M Vの 遺伝子 間 で 比 較
的保存 され て い る領域 叫 紬 と思 わ れ る ． ま た H C M V
ゲノ ム は ヒ トゲ ノ ム と 相同な部分もあ るが ， こ の 領域
では相同性 は報告 さ れ て い な い 3 靭 ． さ ら に Ric e
ら 瑚 に よ る と血 液細胞中で の H C M Vの 発現 は IE遺
伝子 のみ で あ る と され ， De mmle r ら
161 に よ り既 に そ
の有用性が報告さ れ て い る こ と よ り ， 今回 用 い た プ ラ
イ マ ー の 組 合せ は こ の 実験 に適当で あ っ た と思 わ れ
る ．
今回の 実験 で 第 一 に 興味ある こ と は ， 1歳以下 の 乳
児で は非常 に 高率 に HC M V ゲノ ム が検 出さ れ た と い
う こ と で あ る ． こ れ ま で に 末 棺 血 液細 胞 か ら の
H C M Vの 分離は Dio si ら35，が35例の 抗体陽性健常人
から2例分離 して い る 報告の ほ か に は類似 の 報告 はな
く， さ ま ざまの研究者に よ り1，500例以 上 に わ た り検
討され たが ， い ずれ も 分離は され て い な い 3，． Specto r
ら瑚 は D N A－D N Aハ イ プ リ ダイ ゼ イ シ ョ ン 法 を用 い
て41名の 抗体陽性 の供血者 か ら 3 名 の H C M V D N A
保有者を検出し て い る が ， や は り成人 で は頻度は非常
に低い ． ま た これ ま で に ポ リ メ ラ ー ゼ連 鎖反応法を用
い て H CM Vを検出し て い るも の は 主と して 先天性感
染凡 骨髄移植患者 ， 後天 性免疫不全患者の 尿や組織





371は ポ リ メ
ラ ー ゼ連鎖反応法で15名の 抗体陽性健康 な供血者 の 末
棺血液で ， 1名 も H C M Vゲ ノ ム を検 出で き な か っ た
として い る － 今 回 の 実験 で も成人 の H C M V ゲノ ム 検
出率はき わ め て低く こ れ ら の 結果 に 一 致 し て い る ． し
かし Schrie r ら
91 は イ ン シ チ ュ ー ハ イ プ リ ダ イ ゼ イ
シ ョ ン法 で健康 な抗体陽性者 の 末梢 血 液単核細胞 の
0．3へ 2－0％ に H C M Vの メ ッ セ ン ジ ャ ー R N Aの 転写
を認め て お り ， か つ 輸血 に よ る H C M V感染症も存在
する こ とか ら成人 で は HCM Vゲ ノ ム が 末柵血 液か ら
全く 消失す る の で は な く ， ポ リ メ ラ ー ゼ 連鎖反応法の
限界以下 に HC M Vの コ ピ ー 数が 減少す る の か も し れ
ない ． これ に 対 し約40％の 乳児 の 血 液 か ら H C M V ゲ
ノ ム が検出され た と い う 事実は非常 に 高頻度で あ る と
いう こ と が 言え る ． 免疫能が 未熟な乳児 で は H CM V
の初感染が起 こ ると ， ウイ ル ス の 排 除が で き なしユた め
無症状 で は あ っ て も 末棉 血 液中 に 多数 の H C M V
DN A のコ ピ ー が 存在 す る の か も 知 れ な い ． Nu m a z．
akiら4，の 報告で は 5 へ 9 か月 に は60％ も の 頻 度 で 上
気道， 尿か ら HC M V が分離さ れ る が ， それ が 1歳以
後に激減 して い る ． こ の 原 因は不明 で あ ると し てい る
が
， 今回の H C M Vゲ ノ ム の 検出頻度も 5か 月 以 後 1
歳にな るま で は高率 で あっ たが 1 歳台を 過ぎる と 激減
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し てい た ． 図 4 に示 す ご と く抗体保有状況と あ わ せ て
考 え ると ， こ の 減少 は抗 H C M V抗体が自己 に よ り産
生さ れ る こ と に 一 致 して お り特異抗体 の 有無も そ の 現
象の 原因の ひ と つ か も知れ ない ．
次に 今回 の研究の興味 ある こ と の 一 つ は ， 生後 5 日
日の 新生児 の 末梢血液中に 既 に ウイ ル ス ゲ ノ ム が 検出
さ れ ， 経腱 分娩児の ほう が 同時期 の 帝王 切開分娩児 に
比 べ て 有 意 に 高率 で あ っ た と い う こ と で あ る ．
HC M V は広く 世界に 蔓延 し てい る が その 感染頻度 ，
感染経路 は地域 に よ りま た 社会経済上 の 状態 に よ り異
な るl 桝． わ が 国で は地域 に よ り多少の 差 は ある が ， 成
人 の80へ 90％以 上 の もの が抗体 を保有 して お り 哺 ， こ
れ は欧米の30歳以 上の成人と同程度 で ある 欄 ． し か し
わ が国 に お い て は こ こ で も 示 し た様に ， 1歳迄に 約半
数以 上 の も の が 感染 を受 け て い るの に 対 し ， 欧米で は
抗体保有率が 上 昇 して く る の は青年期以降 に な っ て か
らで ある
41－
． わ が 国 で の こ の 様 に 早い 時期 か ら の 感染
経路と して は ， 従来よ り産道感乳 母乳 を通 じて の 感
染 とい っ た垂 直感染 の経路があ げ ら れ て い た4I． こ れ
ま で の 研 究に よ る と妊娠第 3期の 妊婦の 11心 2 8％で子
宮頸管か ら H C M Vが 分離さ れ た と い う 報告抽脚
叫 瑚
や ，
抗体陽性者 の 母乳 か ら13旬 32％の 割 で H C M V が分離
さ れ た と い う 報告
45ト 47Iが み られ る ． 今 臥 経腫分娩児
を調べ た結果 ， 約30％の も の に H C M V ゲノ ム が 検出
さ れ た ． こ れ は産道感染 を強く示 唆す る も の で あ り ．
ま た感染後 き わ め て 早く 流血 中に ウイ ル ス が広が っ て
い る こ と を示 す ． ま た 母乳栄養をさ れ て い る生後 6日
目の 帝 王 切開分 娩児 か ら は21例中 1例 の み に し か
H C M Vゲ ノ ム が検 出され なか っ た と い う こ と は
，
こ
の 時期 に は母乳 は感染経路と し てあ ま り重 要 で はな い
と い う こ と を意味 し
，
Nu m a z aki ら41 の 意見と d 致 し
て い る ．
本邦に お い て は H C M Vはお も に 産道感染す る こ と
を再確認す る と と も に
， 多数の 乳児が 1歳迄に 初感染
を受 け ， 感染 後
， 無症 状 で は あ っ て も 一 過 性に ウ イ ル
ス が 流血中に か な り の 頻度 で 存在す る こ と が わ か っ
た ． さ ら に 抗体 の 産生 ， 免 疫能 の 発達 に よ り 多く は
1 へ 2歳以 降 に ポ リ メ ラ ー ゼ連 鎖反 応の 検出限界以 下
に 減少し て い く の で あ ろう ．
結 論
健康新生児 ， 乳幼 児
，
小 児を 中心 に 抗 日C M V抗体
価 を酵素結合抗体免疫 ア ッ セ イ 法 で 測定 す る と と も
に ， 末梢白血 球 に つ き ポ リ メ ラ ー ゼ連鎖 反応 を用 い て
H C M V ゲノ ム の 保有状況を調 べ た と こ ろ以 下 の結論
を得た ，
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1 ． 抗 HCM V抗体 は臍帯血 で1 00％近 く 陽性 で
あ っ たが ， 生後 5ノ ー 6 か 月 ま で 陽性率は低下 し ， そ の
後月齢が進 む に つ れ 陽性率 は上 昇 して い っ た ．
2 ． H C M V ゲノ ム は生後 5 日目 の新生児の 約3 0％
で 末棉血液 に も認 めら れ ， 抗体保有率の減少 と と も に
その検出率 は上昇 し ， 生後 5 へ 6か 月で は約半数も の
も の が
， 末梢血液に H C M Vゲ ノ ム を保有 して い た ．
その 後抗体陽性率が増加 して く る と ， 検 出率は低下し
2歳以降で は検出率は約10％と な り ， 成人 で は き わ め
て 検出率は低 か っ た ．
3 ． 経歴分娩児と帝王切開分娩児 の H C M V ゲノ ム
の 保有率 を比 較す る と 経脛分娩児 の ほ う が 有意 に高
く ， H C M V の産道感染が示 唆さ れ た ．
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A bstract
T he mdority ofpers onsbec o m einfbcted with hu m an CytO m ega10ViruSくHCM VJat so m etim e
during theirlife． Al thqughprim aryinftcdon s with H CMV areus ual 1y asympto matic， fol10 W edby
late ntinfection，in c ertainim m un oc o mpromisedpatie ntsuch as organ tra n splan t reClplentS，fet u s and
Preter mneWbo rn S，infbctions m ay res ultin s evere and v ario us sequ elae and c an so m etim esbe fatal．
Desplte S uCh clinical import a n c e， de te ctio n of th is viru Sfro m clinicaispeCl m enSis usu a11ydiff ic ult
bec ause ofitslo w replic ation rate． Tnepres ent study w asperfo rmed to doc um ent the occ urre nc e of
Prlm aryinftction withHCM V
r
me presenc e ofthe HCM V gen o mein peripheral blo od w as e xa m－
ined， a ndc o mpared withthe data of an ti－ HC MV an tibody． T b detect the viru Sgen O m e， D N Aw as
e幻raCted 丘
．
o m peripheralb10 0d and us ed asa te mplatein the polym erase chain re actionくPCRJ，
Which amplined 4 35 basepalrS athe m aJOrim m ediate－e arly an tlgen reglOnin the HCM Vgene．
A fter PCR amplification， the ampliBedprodu cts w ereanalysed by Southe mblothybridizatio n．
r
nl e
PCR had a se nsitivlty OfO－1 plaqu efbr mlng u nit， and no band w as n otedin otherherpeSViridae or
m ock in fbcted cell D N A－ T he PC R had highse nsitivity and speC沌city． An ti－ HCM Van tibody wa s
deter minedby enzym e－1inkedim m um O S Orbentassay．
r
me positive rate of the an tibodyin c ord blo od
and during the neo natal period wa s abo ut80へ づ0 ％， the ratefell dovm t o33．3 ％at5 h 6 mo nths of
age and in cre ased agaln gradual lyto adultlev el． T ho ugh HCM Vge n o m ewa s n otdetected in c ord
blood， 2 7．6 ％of5 day－ 01dnewbo rn S alre ady possessed the viru Sge nOm e－ T he positiv ty ofthe
HCM Vge n o m ein the peripheralblo odincre as ed to about50％ by 卜 6 m o nths ofage with the
decre as e of the an tibodypositivlty－ M anyinfantS aCquired the HCM Vgeno m e ar O u nd the n eo natal
period orinearlyinfhncy． Subseque n町 ， theposltlV lty Of the HCM Vge nome decre asedin c ontra st
With the incre a s e of the an tige npositivity， O nly 2 0 utOf血e 47adult case s studiedく4．8％Jpossessed
HCM Vge n o m e． Fu rtherm ore， Sinc e s om any neWbo rn Shad H C M Vgen om e， 6day－ Old bre as tfed
newbo rn SdeliveredbyCaes ar e anSeCtion and5 day－ 01d breastfe dv agln a11ydeliver ed newbo m swer e
C O mParedfbr the possession of HCMV gen o m e． T be posidvlty Of HCM Vgen o m ein the vagin al1y
deliv eredn ewbo rn S W aS Slgnificandy higher c o mpared tothe newbo rn Sby Caes ar e an SeCtion ． T his
hct sug gestedthepossibility ofintr a－Ce rvical inftction ．
